
織というものは個人個人が利用するのだ。組織の発展はそこからだと考えているが,それは幻想だろう力、今回

の大学斗争で示されたAACK山岳部関係者の対応をみるとき,われわれの仲間は決して「いっちよやってかま

したれ」の気暁を失ってはいないと考える。

第6号で事務長としてわたしはグAACKの動きグを事務的に書き,同時に会員諸兄の一層の活躍を期待する旨,

記した。第7号でもそれを書かねばならないのだが,忠実な番頭面をすることに抵抗を感じ,<AACKの動き>

とカヅコに入れてしまっ九。わたし個人の感想でるある。これから,<事務長>として皆で考えたい0 以上

「いう九いどうなってるというんだ?」

「ご臨終でしょうか?」

息をひきとると,人はぐっと重く肩にくいこんでくる0

「かつぃでるのは棺おけか?そんなものなら放り出

せ。後世大事にかつぐ要はあるもの力、親の遺言です

と.ノふざけるな.ノそんな暇があるのなら,仲仕かつぎ

した方が,ずっと金になるというものだ0 」

「それにしても,本当に死んだのでしようか?」

「おまえの生命はーつしかねえんだ。要はお前がな

んのため,この生命様を使う力寸ご。」

「ご臨終でしょうか?」

「えっ.ノだれがご臨終だと。おまえも力、」

岳士戯

そうぃう当の男もウ戸がきた。なぜこんなかけ声を,

葬列かも知れぬ男の列にむかって,かけっづけるの力、

ヘルメヅト学生のデモの列の横あいで,かけ声かける

OB全共斗男ならまだしもだ。機動隊とのもみあいに

なっナことき,第一線かけ出して,若手をふるい九たせ

る隊長にはなれなくても,まだかれは,一緒に前進す

る。だのに当の男は,ヤジ馬歩道の人ごみから,葬列ら

しい列をながめやり,勝手気ままな声をかけているに

すぎないのだ。そして「生きてるのか死んだの力U と

楽しみ半分,真面目半分でたずねては,ながめている0

一機動隊が『カカレ』といって,学生を襲ったら,石

を投げます,助けます?」葬列のような行列に,警察の

一人も,つぃてはくれまい。ヤジ馬歩道の人ごみに,み

んなかくれてまぎれてしまった。こんなウロのきた,

茶番じみた話が,夜半の酔いのビールの泡と一緒に,

思い出されたのはいったいどうしてなんだろう0

ブ戸ソティアーは,常に市民世界に安住せず,町がつ

くられはじめると,退屈し,テソトをたたんで,荷馬車

にっんで,地平の彼方めざして出発した。かれらにと

つて,都会や町は,祖先が斗い,父の霊がねむる故地で

はあっても.生きっづける士地ではもはやない0父の撃

たれた酒場の窓は,いまや,親に手をひかれた子供がオ

モチャの銃やインデアン服をみつけて立ちどまるツ,

ウゥインドーになってぃる。町の名前は,フロソトであ

つたことを示すウェスト・ポイントでも,じつは東部

の町でしかない。ブ戸ソテイアーは競いあうように,

ウェスト.ポイントをあとにして,新九なウェスト・

ボイントを示す標識を建てる。そして,定着者がかつ

てのウェスト.ポイントという名を記念のナこめに町に

つけたいのなら,新しい土地名はどんな名でもよい。

勝手な名をつけて満足する。名前なんてどうでもよい

のだ。

本当にアドヴェンチャラスなことをする人は,アド

ヴェンチャーをするなどと公言して出かけたりしな

い。アドヴェンチャーであることさえ気づかずにやっ

てしまう。中尾佐助さんがあるときこういったそうで

ある。本当だ。使い古された手拭いのように汚れ九,ア

ドヴェンチャーという言葉を,私は更生して使おうと

思わない。

パイオニア,アドヴェンチャー,それらかって人の心

をさわがせ,現在人々の心をまどわせているこの言葉

が効力を失っても,どうして悲しがることがある。失

われ,忘れられてしまっては,なんとも悲しいのは,あ

の心のざわめきだ。運動の突出部のもつ,危険ヘの不

安と緊張そして発見ヘの期待。突出部の仲間での,

競いあい,恐れ,焦り,そして融合による前進,そ

れらのなかにあるあの心のざわめきこそが,人をふ九

たび,新しい地平にかりたてる原動力なのだ。それら

のざわめきがなくなったとき,いくら処女地をひらい

ても,その行為は管理された社会のなかでの,市民運

動か市民体操でしかない。運動の突出部は,つねに個

人によってひらかれる。状況は,同じ精神を,異っナこ

衣をきて現出させる。竜馬のまねをしで羽織袴で革

命をしょうとする男は,現代にはいまい。竜馬の墓に

まいって,決意するような男は,アナクロだ,といって

笑われるにきまっている。現代の竜馬は,米ロシャツ

ーヨークと東京のあで,ジャンバーをまとって, ^ニ.

いだを往復してぃるかも知れない。パイオニアーは,

いま力思いがけない衣きて,ヤジ馬1会遒に潜行してぃる

泰

ヒマラヤの王国

プータンは大ヒマラヤ山脈の東南部に位置し,北と
東はチベット, 西はシッキム,南はインドに接する美
しい国である0 北の国境線上には70oom級のグレ_ト
ヒマラヤが聳え立ち,南の国境はヒンドスタン平野ヘ
と続いている,起伏の激しい変化に富んだ南斜面の山
国であろ0 長い間,「ヒマラヤの秘境」,「なぞの王
国」,として外界との交渉を絶ち,自給自足的な鎖国
を続けてきたことは,この地域に興味をもっ人にはよ
く知られている0 九州よりゃや大きいこの王国には,
福井県とほぽ等しい75万人の人々が住んでぃる 正確
には,目下国勢調査を行なってぃるという

を訪ね

1 出発まで

京大山岳部には以前からブータンに取組もうという
熱心な計画があり,これが突って昭和朝年には小野寺
隊が, 1週間ではあったがプータン入国を果したそ
の年の秋,私が次の隊の隊長を引受けることになた
が,なにぷんにも極端な情殻不足のため,どこからどの
ようにして,どぅいう姿勢でフプローチしたらよいの
か皆目見当がっかず,小野寺隊によるわずかな情綴を
たよりに手探りで手紙を書い九り,勉強会をもったり
していた0 王弟殿下に対する小野寺,近藤両先生の嘆
願書やサンゲイ・ペンジ"ール氏(当時プータン政府
Deputy chief secretary,現在国連担当)への入
国許可の依頼状に対して,unfavourable climatic
Situations のため残念ながら許可できない」とい

ン政府の公式の返事が,昭和44年1月24日付
のダゴ'ツェリン氏(当時Deputy chief secretry
実質的な外務大臣)から手紅でもたらされナこ。

次に打っ手も思い浮ばず,意気消沈してぃたわれわ
れの上に,まったく思いがけない幸運がふってわいた
のは丁度そのころだった。ある朝岩坪さんから電苓が
かかってきて, 2,3日のうちにブータン王妃が日本に

来られろらしい,中尾先生に連絡があっナこ,という
さあ大変なことになってきた。さっそく中尾先生に逢
つてお願いしょう,ということになった。中尾先生の
快諾と助言に従い,桑原,芦田両先生を中心にした夕食

のかもしれない。そうであれぱ,云うことはない0

会や京都案内の具体的な計画を私が作るととにナ、 つ
ナこ0それからの数日間の興奮は,恋がうまくぃきそうに
なったときょりもはるかに大きなものであっナこ。都ホ
テルで,はじめて,美しい王妃にお目にかかったとき
の心臓の高鳴りはもうどうしょうもなかった。京都で
の最後の日,タシラさん(Tashila 殿下,王妃の妹君)
の取りもちゃ,先生方のサポートや, さらに一心同体
で私を助けてくれた笹谷の助力やらが実を結んで「王
妃のお客としてブータンにお招きしましょう」という
昌葉をいただいたときの嬉しさはちょっと表現できな

尾 稔

3月の下旬になっでまず王弟殿下から私宛に「ブ
ータン政府は no objection」という手紅がとどき
つづいてダゴ.ツェリン氏から「京大隊の件を慎重に
再検討したところ, cumatic conditionSはmi ht
be favourableということになうたので, ブータンヘ
来ることを許可する。隊員の詳細等をすぐ送ってきな
さい」というぅれしい手紙がやってき九。そしてとぅ
とぅ4月の下旬には,桑原先生には自筆で,また私と
笹谷処にも,京都での感謝と私たちのプータンへの取
組み方を高く評価する内容を含んだ招待状が王妃から
とどいた。

われわれは喜ぴいさんで具体的な準備を進め,"年
8月4日暑いさなかに,先発隊として副隊長の吉野を
インドに送った0インナーライン許可の取得にっいて
われわれはもう安Dしきってぃた。吉野と相前後して
8月 4 日には, 隊員の田中,米本を荷物とともに船で
出発させた。

2 困難な入国

プータソへの入国は,一般に,極めて難しい。まず
第11こ,ブータン王室やプータン政府からの招待状が
必要である。 ビザの代わとなるこの招待状をもらうこ
とが容易ではない。 第2にイソドの北方地域を通過す
ろための許可が必要である。「インナーラインパーミ
ツト(以下ILPと略記する)」と呼ばれるこの吽

一
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可証の取得が難関である。中印紛争以来主として国

防上の問題から外国人が北方地域に入ることを極度に

嫌うインドは,国内にインナーラインを設けて,それ

より北に立入ることをきびしく制限してぃるが,これ

が結果灼に,ブータンへの入国を二重に困難にしてぃ

る。

さてインドに渡っ九吉野は, ーデリーの日本大^^

使館をとおしてインド外務省と接触し, 1LPの取得

の努力を続けていた。はじめのうちは,2,3日中にもと

れそうな手紙が来ていたのが,だんだんあやしくなり,

9月13日には宇山大使発信の「インドの許可がとれそ

うにない,京大に伝えよ」という公電が日本の外務省

経由で私のところに送られてきた。すでに,準備はすべ

て整っている。何が何だかわからない。ともかくぇら

いことになってきた。ぱたばたと何度か鳩首会談を開

いた。いい知恵は浮ばない。しかしもう後にはひけな

い0 隊の責任者がインドへ行ってもう一度最善を尽す

以外に道はない,ということになり, 9月16日桑原先

生と私が急海ニューデリーに飛んだ。

もちろんわれわれもプータン入国の困難さはよく知

つているつもりでいたが,今回の調査隊は,プータン王

妃のご招待であるからと,楽硯してぃたのがいけなか

つナこ0 本隊6 名のインナーライン通過をピシャリと断

わられた0 二ーデリーに着いた当日,ホテルに待って

いたのは「松尾他5名の許可は出せない」というイン

ド政府の冷たい通告だった6

それからの約如日,インドでの交渉と待険は本当に

長くていやなものだった。はじめての外国がインドと

は,私も本当についていない。桑原先生や吉野との,

愉决で,逸話になりそうないろんなことを除けば,何も

かもが,愉快でなかった。日本大使館のこと,インド

外務省のこと,書いておかなけれぱ.と思、うことは沢山

あるけれども,紙数の都合もあるので先を急ぎたい。

ただ以下のことだけはどうしても書いておかねぱなら

ない。

まずわれわれとしては,王妃に電報を打って助力を

お願いするとともに,いまのところ" pending'にな

つている桑原,笹谷の許可取得に全力を上げる。 2人

が入国した上で,国王と王妃に懇願し,インド政府には

たらきかけていただく以外,もう方法はなかった。こ

のように沈んだ状態にあるとき,丁度デリーに出て来

られた西岡さん(注)から得られナ:情級と「プータン

帰任次第全力を尽そう」という約束ばわれわれをど

んなに元気づけたことだろう。西岡さんの清扱で大切

な点を整理すると,①,プータンの政府レベルの招待
(注)昭和39年以来ブータン国内で農業指導。プータ

ン内での声望は絶大。45年度よりAACK会員

^

者がインドから拒否され九ことはあっても,王室の招

待者が入国できなかった伊」はない,②44圧4月からブー

タン内にもインナーラインが設けられ,山に近付くの

は困難,③,プータン側は受入れにまつナこく問題はなく

王妃が国王と「京大隊が旅行する場合のルート」まで

相談されてたという,④,「山」とか Sコientif.CI

researc'1 というのをインドカ丸、やがるのではない

か,また期間が長いこと,人数が多いことも同時に重

要ボイントになっているのではないか,というような

ことだった。

このような点を参考にして,桑原,笹谷のヘPPHコa

tion は「1週間,観光」ということにし,われわれは

起こりうるあらゆるケースを考えながらハ九すら待っ

ていた。9月23日になって,王妃から「あな九がたが1

ιPをいまだに取得きでないことを聞き大変憂いてぃ

る。国王陛下はあなた方のブータン訪問をすでに数ケ

月前に許しナこ。あなた方の許可を発行するようインド

政府に再度要求する」という電報が桑原と松尾宛にと

どき,ついで24日「桑原,笹谷1週間に限り許可す

る」旨のインド政府からの連絡が大使館経由でとどい

た。とうとう第1の難関を越えることができ九。しか

し果して第2,第3の難関を突破することができるだ

ろう力、

2, 3 日前にデリーに着いた笹谷を加え桑原,松

尾吉野の4人で長時間をかけて種凌のことを検討し,

結局2人は9月29日ブータンへ出発することになった。

29日午前3 時,空が明けやらぬ中を,2人を乗せナこD

C3が飛立っていった。本当に,祈るような気持だっ

、0

桑原先生からの吉穣を"私は5名の隊員をかかえナこ隊

長として,毎日いらいらしながら待っていた。炎熱の

インド,不安といらだち,まったくどうしょうもない

毎日だった。インドへの留学生として,カルカッタに

滞在する若いプータンの青年たちと話し合うことだけ

が救いだった。彼らは実に礼儀正しく,謙虚で,真剣な

眼差しで国の将来を熱っぼく語った。私は,日本の大

学ではみられない新鮮さと驚きを感じ,美しい青年九

ちと思った。

桑原先生と笹谷は10月 7日に日焼けしてカルカッタ

に戻ってきた。 2人の努力,ブータン側の助力の甲斐

あっで 10月17日とぅとう「松尾他 5名の I LPを発

行する」というインド外務省の言質を得た。しかし実

際の許可証を手にした22日までは安心できなかっ六。

ミ嬉しい、というよりも、あーあ,やっと.ノ、という

のが実感だった。何故なら,許可の期.凱はたった「1
週間」だったから。

10月25日,信午可のとれたことを喜ぷ,近いうちに

'逹いするととを楽しみにしてぃる」という王妃か、
の電報を受取った0 王妃におすがりするしかナ六
゜プータンへ入ってから如間延長のプッシュをお願
ししてみょう0 28日にカルカッタを発っことに決
準備万端整え,いろいろと作戦をねた

3 国境の町を通ってパロヘ

10月28日,空が白みかけた早朝, DC 3でカレカ、
夕を飛ぴ立ち,プータン国境に近い小さナ、町ーパ_

行場には王_{つらこの飛
れた0有舵で,陽気で,それでぃて実に礼儀正しい
9才の大尉の助けがなければ,プータンにおけ
れわれの旅は,大変なものであったに違いナ、、
この日は,真同に澄みきった,明るい,本当にい、
天気たった0 2台のジープをかって,ワクワしナ、
ら'ータン側刀国境の町プンッオウリンに入た
時半たった0 国境のゲートを通りすぎると私た
の車は舗装されたゆるやかな坂道を登て、1
りとしたゲストハウスの前に着いた。庭にはバ_や.
ーンビリャが咲きみだれ,その中央には国旗喝揚の
こめの求ールが立ってい九。プンッオウリンの責任者
ナムチ斗ウ氏が入口で出迎え,心からの歓迎をし
れた、ここで私たちは生れてはじめての,戸ヤレ
スしての丁重なもてなしをうけることになた
チャで'顔や身体付きが松田とそっくりなナム
ユ'国境通過に必要なインド側のあらゆる手続
きを, 1人で手際よくやってくれた
プンツォウリンは,プータンの窓口であるプ_
ン国内の旅行を一通り終えた人の目には,この町は
Cつと大都本としてうっるであろう。他の町や村に
られよいものがいっぱいある。穀類,衣類,酒,ミ
'ラジオ,竹製品,金物,石油ランプ,何でもーつ
'いる0 散髪屋もあれぱ,写真屋,時計屋まであ
一般の町村には,専業の商人はほとんどいナ、いか
ごけは特別である。郵便局もあれば,昭和45年
日設立というブータン唯一の銀.行まである
"ータンの今後の発展に果たす役割が大であるこ
とは疑いない

、、ープの整備の都合で,この日はここに泊ることに
なった。

て29日, 2台のジープと,荷物を積んだ2ム

であり,王妃の.'゜ヒの中'D地

力ら'8日間かかってたどりっい九11年一ら'8日間かかってたどりっい九11年前と比、"'かってたどりっい九11年前と比ベると,

ノンをU.ると,すぐ道はものすごい急坂となる平原の
突き当りに,突然巨六な壁が立上ってくるのはヒマー
ヤの特微である0急崚な山脈をえぐって,舗装された2
車線道路がパロに通じてぃる。スリルに富んだ、、_プ
の旅た0 途中標高270omのチマコティの休憩所で昼食
をとり,この道路の最高点(標高290om)を通過する
,道は急な下り坂となる。石を積重ねて粘土で固めた
うな擁壁が随所にみられるが,去年の災生で山肌が
崩壊しているところも多い。ティムプーとの分岐点の
橋を渡ると,道は,澄みきったパ戸川に沿てゆるやか
このぽっていく0 やがて忽然と開けた谷あいが現われ
てくる0パ戸た0稲を刈り取った直後の淡い緑と士色の
中に,白い壁の農家が点在してぃる。屋根には赤いチリ
ーが干してある0中央には繊細で,しかも華麗な四層建
築のパレスが建ち,その上方には白壁のどっしりとし
た城りンプン'ゾンが印象的である。ゆったりとした
非吊に豊かな感じのする,実に美しい谷あいである
私たちは山の中腹にあるゲストハウスに案内され
こ0 王妃がとどけて下さった夕食は,ヤク肉をふんだ
に使った煮込み料理で,インドでは味わえなかた久
しぷりのど馳走であった。王妃の秘書のチョウダ.、
エノン氏が訪ねて来て,りンジ大尉もまじぇ明日か、
のことをいろいろと打合わせた。明日は王妃にお目1
かかれるという

4

4 王妃との再会

10月30日の午後3 時私たちは全員,インドでは_
も着なかった背広を着,ネクタイをしめ,胸の,:,
'らはハンカチをのぞかせ,とっておきの盛装で
ンジ大尉の運転するジープに乗ってパレスにむか
た0 英語っかいの笹谷はいないし,あぁきお、ナ
こう言おう力寸ふと思ってぃるうちにパレスの門

大切だ,,心でいくことにしょうノノ切た'心でいくことにしょうノ緊張しなが、石風歩き,パレス q よ力ら石畳を歩き,パレスに入り,黒光りのする木の階段を'パスに入り,黒光りのする木の階段を登って

ちにも落着いたチベット風の服をまとわれ,こチベツト風の服をまとわれ,少し首を
、0 忍は心からのお礼を申上げ,隊

ノこ0王妃からは歓迎とねぎらいのお皇葉が
つた0 泓は王妃とともに正面に,士野と朴田こ゜もに正面に,吉野と松田は王女

さずに話しかけられた。いっのまにか私たさずに話しかけられたいっのこ

礼を申上げるとに対してお



務大臣を通して私信をイソド政府に送りまし九。自分
のゲストを長い間イソドで待たせたことは恥しい0

あなたはいっまでブータンにいてもよいし,国王陛下
が許されるならプータンのどこヘ行ってもかまいませ
ん I L Pの延長にっいては,すでに内務大臣から

インド政府に言ってあるから心配することはありませ
ん。日本とはもっともっと緊密な関係をもちナこい0」
と親しい態度でお話しになっ九。また次の言葉を聞い
ナこときには,その心づかいとなみなみならぬご好意に

感謝の念でぃっぱいになっナこ。「吉野,山本がブータ
ソに残ってくれることは大歓迎で,すでに彼らの殊も
準備してあります。明日にでも見に行って下さい」
2月に王妃と京都でお目にかかっナこときに,私は,
私たち京大の,真剣で,真面目で,息の長い,そして
プータンの発展をこそ心から願っている姿勢を懸命に

説明申上げ,もし望まれるならば,そしてもしお許し
いただけるならぱ,吉野と山本をプータンに留め教育
や農業の分野で奉仕させていただき九いとお願いして
あっ九が,その実現はきわめてむずかしいと考えてい
ナこ「すでに家まで用意してある」と聞いて私たちは
もう有頂点になっていた0

夕方になって王妃と第一王女はパνスの外門のとこ
ろまで,私たちを見送って下さった0
東ブータソへの旅行に出るまでのそれからの2週問
は,私たちにとって今までに経験したこともない優雅
なしかし時には緊張し,新鮮な知識欲にかりたてら
れるパロ周辺の生活だっナこ。その優の旅行で知ったこ
とも含めて,ここで少しまとめて書いておこう0

るふところに大きなふくらみをっけて,一切合切を
つめこんでぃるのは,男と同じだ。男の着物も女の着

物も、布地は立派な木綿地である。外出着には,色彩
豊力寸よ,彩やかな模様が織り込まれている0 絹の着物
は,特別に珍重されている。

旅に出たときなど,すれ違う大人や子供九ちが,気
軽に土地の言葉で話しかけてくることもあっナこ0 プー
タン風の帽子でもかぷってぃると,もう弁解の余地稔
ない話しかけた方が,最後まで日本人とわからず
に,ケゲンそうに首をかしげて行ってしまうこともあ
つた言葉が通じないらしい,とみてとった少年に,突
然英語で「あなたは何村からやって来たのか?」とナこ
ずねられたときには,さすがの私も本当にびっくりし
た。それほどわれわれの顔付きは似ている0
ブータンの町は,日本では村という方が適切だろ

う。川のそぱや,山の中腹に家が建っている0 槌造は
一階が牛馬や豚などの家畜用で,居間や台所,便所な
どは二階,三階にある。基礎には石壁には粘土,床
や柱には木材を用いてぃる。木材の組立ては,日本の
古い寺や塔にもみられるような巧みにはめ込むやり方
で,一般にクギは用いない。壁用の型枠に粘士をっめ,
歌いながら,りズミカルに突き固めている娘たちの姿
は,平和そのものに思えた。家を建てるときには専門
の大工に依頼するという。

屋根は板ぶきで,その上に石を置いている0部屋の窓
には,ガラスの代わりに竹で編んだスダレがはめ込ん
であるブータソの家の表側は必ず東向きになってい
る。別に宗教的な意味があるわけではなく,採光の九
めだと聞いナこ。おのおのの家には必ず仏壇があって,
プータソ人の信D深さを示している。一般の盤家の敷
地面積は60坪前後のものが多かっナこ。インドやネパー

ルの一般農民の家に比ベると,彼らの住居は実に立派
なものである。標高の高い所と低い所に2つの家を持
ち,春になると高地の夏の家に,冬になると低地の冬
の家に移り住むブータソ人の多いことは,別荘など夢
物語りの私たちを驚かせ,うらやましがらせナこ0

5 日本人とそっくりな村人

プータンに来てみて驚いた。どこで会うプータソ人

も,顔や体格が日本人とそっくりである0 男は日本の
この衣服は「ゴー丹前や厚子に以九着物を着ている0

」と呼ぱれてぃるが,着物の:裾をひざまでたくし上
げ,たくしあげた分だけふところをふくらせまている
と煕えばよい。そして,ゆったりしたこの'、ところに
はかみタバコに似たドマや手拭はよいとしても,竹で
編んだ弁当箱や湯のみ茶わん,さらに刃渡りが40~50
伽もある短剣まで入れている。風呂敷や鞄のようなも
のを持っ習慣のない彼らにとっては,この上もなく便
利なことだろう0

トカットにしたこの国の女性は,健康髪をシ"ー

で,恥しがりゃで,チャーミングである0 彼女たちがー
番恥しがるのは,人に膝をみられることである0 遊ぴ
に夢中の小さな女の子でも,ひょっとし九拍子に膝が
現われると,大あわてに隠して真赤になっているのを
見かけ九。もちろん,彼女九ちの着物は足もとまであ

めて少ない0 輸送,経済の流通,農作物の商口化が進
んで'多くの人が青い野菜を口にすのも案外近い将来
のことかも知れない

主食には赤米(あかまい)のご飯をたくナベに湯
を煮たぎらせて,その中に赤米を入れるふきこぽれ
てもそのままにする。米が柔らかくなると,残た湯
をザツと捨て,あとは火のそぱに置く。炊き上がたご
飯はあずきのない赤飯のように赤いこの料理法は
ご飯をたくというデリケートなものではない、_
ン人は,豆をゆでるのと同じ感覚で米を炊く。茶の中
に大厘のバターを入れたチベット.ティーも,食事ど
きには欠かせないもののーつである

風呂は焼き石を利用する。まず川の近くの地面に
西洋風呂よりゃや小さな穴を堀り,木のわくを組む
溝を堀っで川の水を引き,それに満す同時にそ
のそばで大きな焚火が燃されで石が焼かれる真
赤に焼けた石を,地面の風呂オケに投込むと,立派ナ、
風呂が沸く0 熱いときには,泥でせき止めてある流れ
の水を引き込んでぬるくする。ときには泥水なのには
閉口するが,野趣豊かなものであるこの風呂もそ
うたびたびは沸かさない。種まきのときゃ収倭のとき
は,村のあちこちで煙がのぽる

「スン」, 4 は「ジー」"・ーという調子で,数1こ関し
てだけは,われわれが覚えるのに苦労はなかった南
プータン地域に古くから住みっいたネパール人のネパ
ーノレ語を除いて, ほかに3つのおもな方言があり,お
互いに通じない。 単一言語を話す日本人からみれぱ,
ずいぷん不便なことだろうと思われる
タン語はチベッフ一

ト語に似ているように思えた

が,私には詳しいことはわからない。ただ何人かのブ
ータン人が, 「ブータン語はチベット語の方言ではな
い0 ブータン語はブータン語だJ と強い調子で云て
い九のが印象に残ってぃる。

さてパ戸周辺での2週間あまりの間には, いろんな
ことがあった・りンプン・ゾンからのパロ谷のながめは
素』しかったし,弓の試合と鰻釣りを兼ねたピクニ、
クは実に愉快だった0 パロ中学校を見学して先生や生
徒と話し合ったこと,王妃が王子や王女のために47
日問の祈り"をささげられるケチュ寺院を訪れたこと
'切立った岩壁にへぱりっくようにして建ってぃるダ
カツプ寺院で信者と同じょうに,ものすどい洞穴くぐ
りをしナごこと,王妃の弟君のペンジョール.ドルジ氏(
最高裁判事)の家に夕食を招かれたこと一年前に一都
で逵った豊林次官のペマ氏がお士産をもって訪れてく
れたこと,ある熱血漢のブータン人がブータ ンに対す
るインドや中国の大国主義的なやり方を義憤をこめて
語った後「沖繩をどうするのか,アメリカのやり方を
どう心、うか, pro「.ノ」とするどく私にっめよてき
たこと,ブータンには昔から家の中に花をかざる習慣
があると聞いたときに感じ九親しみ,等々書き出した
らきりがない0 しかし柾数の都合もあるので, 特に印
象深かっナこ2, 3のことを書くことにとどめよう

6 常食は肉の煮込み料理

ヒソズー教徒のイソド人が牛を食ベないのに比ベ
"、^

て,仏教徒であるプータン人は,牛肉や豚肉を好んで食
べる。ジャガイモ,カブラ,タマネギと,ヤクの肉や豚
肉をプッ切りにする。それをナペに入れ,塩と香辛料
とトゥガラッをたっぷり入れ九煮込み料理をこしらえ
る。これが彼らの常食だ。なにしろプッタ切るのだから
小骨が残る。食ベるときに,この小骨で口の中を切る
ことがある。味はすこぶる辛いが,実にうまい0 脂肪
分が多く,栄養も豊かである。ナこだ,青い野菜はきわ

フスポーツと言棄

プータン人の生活は,一般のインド人やネペール人
の生活に比ペると,はるかに豊かで,素朴であるこの
ような衣食住の豊かさの結果とも思われるが, プータ
ン人は,礼節や仁義を重んじる

特に正式の場や人前での,秩序を無視した熊度やマ
ナーの悪さは嫉われる。 物質女明が人間の生活を侵す
ようなこともなく,彼らには,釣りゃ弓やグンスを楽
しむ精神的なゆとりがある。特に,弓は国技であり
冬のあいだは, 大勢の人々があちらこちらで弓の試合
を楽しんでいる0老人や子供や女たちも,手をたたき
ダンスをして応援する。百メートルも向うから放たれ
た矢が,小さな的に当たるとそれこそ大変である歓
戸を上げるもの,踊りだすもの陽気で楽しい試△だ
惜しいところではずれると,頭をたたき,しゃがみこ
んでくやしがる0朝早くから,弁当持参の試合は夕暮れ
まで続く0 しかも試合は,互いの本拠地を訪れあい,
食事や酒をふるまいながら, 3 日も4 日も続くのであ
る。

言葉は谷ごとで異なる,といってもいい過ぎではな
さそうた・主として西ブータンで使われてぃるゾンカ
ーが標単語になりっっあり,この言葉だけが書く女字
を持っているという。ゾンカ】の数のかぞえ方は, 1
本語によく似ている。 1は「チー」, 2 は「ニー」, 3 は

'這8 国王のもとティンプーヘ

連日同じょうな天気が続いてぃる。午前中はほとん
ど風もなく,すきとおるような快晴。午後になると雲
がでてきて,風もかなり強くなる。夜にはまナこ胖れる
が,標高23如mのパロはさすがに寒い 湿度はいっも
40%を割つてぃる。
11月 6 日に国王と内務大臣に逢えることになった
アレンジはすべて王妃の命を受けてりンジ大尉とチ,
ウダ'ツエリン氏がやってくれる。パロから首都ティ
ンプーまでは2車線道路が通じてぃる。

ティンプーに2 日間滞在の予定で,私ナこちは午後3
時半にパロを出発し九。例によって,王室のジープを
運転するのはりンジ大尉である。

ティンプー川にそって登りだすと,この谷の様相が
パロ谷の感じとまるで違うことに気付く。紅葉し
た木が多いためか, パロよりも色彩が豊かで,日本の

^



秋の山間地城を思わせる。

パ戸の豊カゾふ田園的な感じはここにはない。しか

しさらに中D地域にすすんでいくと,そこには,今ま

でみてきたプータンと,まるっきり違っ九新しいプー

タンを見るに違いない。点々と見える多くの家,青い屋

根の軍舎,病院,多くの立派な商店郵便局,それに映

画館まであるではないか.ノ建設途上の多くの建物や

道路,そして,それに先立つ伐採や整地,さらに伐採

跡を焼く煙が夕闇せまる空に立昇うていく風景をみつ

めていると,正に、建設途上の首都,前進するブータン

、の活力が感じられる。行交う村人にまじって,パロ

ではみられない赤ベレーの王室近衞兵,グリーンペレ

ーのブータン兵,青ベレーの警察官の姿にも何となく

活気がある。中心にどっしりとかまえている政治の中

枢ティンプー・ソ、ンの偉客が印象的である。注意深く

ながめると,ティンプー谷そのものは狭い谷だが,右

岸のふところはパ戸よりもずっと深く,それだけ開発

の可能性は大きい。ここに首都を移されたのは国王の

墹眼だろう力、九だインド人がやたらと目につくこと

が気になる。

映画館にかかるケバケバしいインド映画の看板、

Trip to Moonミを一瞥し「インドが月ヘ旅行とは

ノ」と高笑いするプータン人の姿は,私には微妙で,

印象的でった。

私九ちのジープが,山の中腹の迎賓館に着いナこのは

丁度5時だった。

あけて11月 6 日,朝7 時ごろまでのティンプー谷

は,谷一面に朝もやがかかって,夢のように美しい。

パロよりもティンプー(標高2750m)の方が寒い,

と開いていたが昨夜はそれほどでもなかっナこ。

8時半,私たちは緊張感につつまれながらティンプ

ー・ゾンに向っナこ。中心地区に入ってくると,、NO

Phone、のプレートが立っている。ティンプー.ゾン

は,他の地城に残る古城とは異なり,古いゾンのチ十

ペルを中心にして, 1966年に新しく建築されたもので

ある。プータン古来の城造りの手法にのっとって,新

しく構築されたこの白壁の,大きくて美しいゾンは,

そのまま,伝統を重じながら徐々に近代化を目ざす現

在のプータンの姿をあらわしている。衞兵の立つ門を

通り,ティンプー・ゾンの中に入ると,あちこちに正

装のブータン服をまとっナこ,この国の官僚たちの姿が

目につく。案内されるままに渇見室に伺侯すると,部

屋の扉のそばにはすでに国王が立っておられ,握手で

もって迎えて下さっナこ。あまりにも気さくナよ,無雑さ

なそのやり方に,むしろ私の方がドギマギしてしまっ

ナこ。42,3才になっておられるのだろうか,ブータン風

の礼装の国王は中肉中背のがっしりし九,朴訥な感じ

の方であった。

1時間もの問国王とお話しでき九ことは私九ちにと

つて非常に幸運であっナこ。

まず私は,私ナこちのプータン訪問と,当初1週間の

1工Pであっ九にもかかわらず,プータン滞在の延期

を許可下さったことにお礼を申上げ,次にわれわれ京

大グループの立場と考えを述ベ,具休的に2人残留に

ついてお願いした。これに対して国王は「それは

Welomeである。しかし彼らはプータンに留まること

を幸福と思、うか?」とおたずねなっ九ので,吉野,山

本両人から直接決意と希望を述ベさせた。ついで私が

お願いした東部プータンの旅行についても,快く許可

下さり,「prJf.は疲れないように」とおつしゃっ

」0

国王とお話ししている問に私九ちの緊張も玲々にほ

ぐれてぃったが,特に,しきりにおすすめになるたば

こを私が遠恵しつづけると「pr」f.あなたは九ぱこ

をすわないの力司とおたずねになった。私は困ってし

まい,「いっもはすぃますが,国王の御前ですうわけに

はまいりません」とお答えすると,「そんなに堅くな

る必要はまっナこくない。」と手をとらんぱかりにして

すすめられるので,私も1本頂だいしてたぱこをすっ

た。それからの雰囲気は何となく柔らかくなり,日本

とプータンは顔付きゃ宗教やマナーで類似点の多いこ

と,そうぃう日本との交流をもっともっと盛んにした

いこと,自分も近い将来に是非訪門したいこと等を気

軽にお話しになり,天皇陛下のお年や研究されている

植物学のことなどをおたずねになっ九りし九0

孔兄室内での記念撮影もお許しになり,帰るときに

は1人1人に記念品を下さり,戸口で握手して見送っ

て下さっ九。すべての希望があまりにもあっけなく許

可され,私たちは安堵と喜びをもうて退室し九0

それから私たちは,同じjンの中で内務大臣タムジ

.ジャガル氏にお目にかかった。 1LP関係をすぺて

やってぃただいている大臣は,50年配の,非常に恰幅の

よい柔和な感じの人物であっナこ。私たちの1ιP延長

にっいては,とりあえず2週間の延長をインドに申請し

てあるということであっナこ。私は心からのお礼を申上

げ,吉野,山本の長期残留を含めて,私ナこち全員のさら

に延長手続きをお願いすると,「プータン内で申請で

きる延長期限は2週間間位であるが,できるだけのこ

とはしょう」という返事であっ九。

気分的に非常に疲れたが,大体何もかもうまくいつ

ナこようで嬉しかった。

行ってみたいと考えていた。それに,ブ_タンで最も
有名な山であるチ,モラリ(7314m)を是非ともこの
目で見たいと願うていた。ハはパロの西方にありそ
の問には鉐oomほどの峠がある。この峠からきと兄
えるに違いない0 私はハへの1泊旅行を王妃にお願い
した。

U月 8日,私たちはキャンプ道具をジープに積み
ノンジ大尉の運転でハに向って出発した刃、たちが狙
つているのは明日である。明日は,ハからパ戸まで峠
越えで歩いて帰ることを是非とも大尉に詔めさせなけ
れぱならない0 ティンプー川とパロの分岐点までくる
,ここからハへの道が分れ、ハまで83!勿"の表六力ゞ
でている0 ワン川右岸ぞいの道をしばらく南下する
左岸には,急斜面を這うように,曲りくねっナこ,プン
ツォウリンからの幹線道路が低く,美しく望まれる分
岐点から31屈下ったオナカから,道はワン川を雛れ、
川に入る0 ハ川に沿って登りだすとまず目にっくこと
は,右岸がうっそうとした森林であるのに対し,左岸
にはパラパラとしか木がはえてぃないことであるそ
の見事な対照はどうしたことだろう?

まわりの畑に目をやると,麦の若芽の薄い緑,黄色
のからし,黄緑の野菜が色彩豊かにコントラストをみ
せている0ジャバナ村と呼ぱれるこの地区では,の植
付けがパ戸やティンプーより早く,またジャガイモや
からしなどの栽培も盛んで,パロ,ティンプ_にーリ
に行くという。

車は相変らずすごい砂煙をあげながら登ってぃく
ハ川の両側は山がするどく,狭くせまり,廓下状をなし
ている0 「ダムにすれぱ沢山水がたまるなあー」ナ、ど
とぽんやり考えているうちに,やがて谷が開けてハに
入ってきた0 谷の周辺はパロやティンプーに比ベると
かなり狭く, 山の中腹にまで這い登るようにして畑が
つくられている0 女をまいたあとで,土の色にうす
らと月味がかかっている。取除くにはあまりにも大き
すぎるのであろうか,その畑の中にはところどころに
岩が出ており, 一風変った石庭を見てぃるような感じ
がする0 家屋は,パロやティンプーで見かける胖の夕
い,がっしりしたものではなく,やや纖細な成じのす
る木造である0見た目には美しいが,冬の生活には適さ
ないという0 ここの人たちは冬になると暖かいプンッ
オウリンなどに移り住むらしい。

6時ごろハ.ゾンの下流の河原にテントを張た
大尉の釣うてきたマスの塩焼きがうまかった「峠越
えで歩いてパロに帰りたい」という希望を雫めさせる
のに大分時間を要したが,大尉は,「車があるのにわ
ざわざ山道を歩かなくてもいぃじゃありませんか」と
阿いながらも,結局この希望を受入れてくれた

11月 9 日,朝から絹雲が出てぃるが, よい天気であ
る0キャンプ道具を積んで大尉はジープでパ戸に帰り ,
今日の道案内はジ"オーがすることになった。ここで
ジ,オーのことに少し触れておこう。彼は,ーロできえ
ぱ,王妃のパレスの求ーイ長のようなものである英
語の単語は少ししか知らないが,礼儀正しくて,がっ
ちりした, 29才の仲々の好男子である。私たちがパロ
に着いたときから,王妃の命により汁きっきりでぃろ
んな世話をしてくれる。もちろん, どこヘ行くのも常に
一諸である。私は, 彼の年令を聞きだすのに随分苦労
した0 単語を並ベ,身振り手振りをまじえながら「私
は認才た,お前は?」と開くと,彼は始めは驚いた
ような顔付きで,それから人差指を立で何となくゆ
るんだ表情で 「1だ」という。いくらいっても「1だ
」と主張するぱかり。とぅとぅ私は投げ出してしま
たが, 翌日になって大尉から,ジ,オーが「教授サン
というのは ドヱらい人だと悶いていたけれど,奥さん
力熔3人もいるとはプツたまげた」と言ったというのを
聞いて, みんなで大笑いしたことがあった。

さてハ谷からパロ谷に至る道は合計4本あるらしい
が,忍たちはカリ峠を越えて,パロ谷のケチュ寺院に
抜けるルートを行くことになった。

-8 時50分,ハ・ゾンから 50omほど上流で,見送
てくれたり ンジ大尉と別れ,細い山道を東ヘ向って登
りだした。 久しぶりに,「山を歩いている」という気
分になり,みんな最初は張切り,快詞だうたが,その
うちにバテる岩もでてきた。 12時15分,カリ1叫に着い
た0 高度計を見ると360omである。ハカ児50omだた
ので,約110omの登りである。峠からの眺めは仲々い
いが,肝心のチ"モラリが見えないではないか.ノ

最初の目算が狂うて私は少しあわてた。ブータンの
人にたずねると,国境の白い山は全部「チ,モラリだ

」ということになる。このままパロ谷に下って行っ
て・本当のチ"モラリが途中から見える保証はない。大
尉がいないので多少気がひけたが,峠にジ,オーを残
し, ここから北西にのびる尾根を少し登ってみること

にした0 2つのコプを越えて3 つ目のコブのピーク(
高度370om)に達すると,突然正面にブータンヒマラ
ヤの盟主チ,モラリの偉容が姿をあらわした。水平距
離にして50扉ぐらいであろうか,手のとどくような近
さにチ"モラリ主峰の,真白で優美な,女性的な姿が
あうた0 手前にのぴたなだらかで,長い尾根をたどれ
ぱ,容易に頂上まで行うてしまいそうな気がする主

峰の東側には2峰, 3峰ともいうべき真白な,三角形
のピークが続き,北東遠くにも白いピークがいくっか
見えるが, ガンケルプンツム(7550m)は定かではな
い。北西にはク ングガン(610om)を中心とする山々

9 ハへの1泊旅行

私たちは,許されるかぎりできるだけ多くの地域K

θ



さらに南にかけては,ツッキムやインドとの国境ヘと

のびる50oom前後の山々が望まれ,まったく素晴しい

ながめだった。

パロまでの140omの下りはさすがに足にこたえた。

2時40分に垰を出発して5 時過ぎにはパロのゲストハ
ウスまで帰ってきた。

身体を洗うとさっぱりした。下男が運んでくれるバ

ケツ1杯の湯と,バケツ 1杯の水で,頭から瓜先まで
きれいに洗うことも上手になった。

10 旅に出るための準備

ブータンの主要な町,すなわち女化の中心ソミロ,首
都ティンプー,かっての首都プナカ,地方都市のハ,
ウォンデポダン,トンサ,ブムタソ,タシガン,など

は,ほぽプータンの中央部に東西の一直線上に並んで

いる0 北の方に立入ることがほとんど不可能な現在,

私たちは,できるならぱ,中央プータンを通り東端の
町タシガンまで旅したいと願ってぃた。そして幸運に
も,王妃の並々ならぬご尽力と国王の特別のご配慮の
もとに,タシガンまでの調査旅行は許可された。
私たちは,りンジ大尉とジ,オーに相談して,次の
よな大体の日程を組んだ。

1 日目

さて, 1ιPの延長が非常な難事であることが次第

に明らかになってき九。予想してい九ことではあっ九

が,王室の方々が示して下さるご好意とは別のところ

での問題,すなわち対インドとの実務レベルで難航し

ていることがわかってきた。すでに書いたように,私ナこ

ちがプータンへ入国しナこ時点(10月28日)での許可は11

月 3日までの1週問であり,その後内務大臣の努力にに

よってⅡ月17日までの2週問の延長が認められている

に過ぎなかった。11日夜になって,実務レベルでは,全

体として1ケ月ぐらいを限度と考えているらしいとい

うことがウスウスわかってきた。そして現在申請中で

ある18日以降の許可がおりた後に,その日数に従って

旅に出てほしい,というティンプーからの連絡がチヨ

ウダ氏を通してもたらされた。私は頭をかかえこんで

しまっナこ。「さあどうしたらいいだろう。」私には,王

室や政府,さらにイソドとの問の実務関係の有機的な

つながりがどうしてもはっきりつかめない。いくつか

の方法を考え,結局次のように決定しナこ。

①18日以降の許可がとれなかったときは,ウォソデ

ポンとプナカにだけ行ってパロに戻ってくる0

②18日以降2週問,すなわち12月 1日までの許可がお

りたときには,ともかくトンサまで折く。そしてトン

サからティソプーの内務大臣に連絡して,「さらに12

月2日以降の2週問の延長手続きをお願いできるかど

うか」をたずね,「無理だ」ということであれぱプム

タンあナこりまで行って戻ってくる。もし「次の2週間

もOKとなるだろう,タシガンまで行ってもよろしい

」という許可が得られれば,そのまま東に向って出発

する。そしてこの案について王妃におうかがいを九て

ところ,「それはよい考えだ」とおつしゃったとの

ことであっ九ので, 12日の王妃のご招待をお受けしナこ

後, 14日から旅に出ることにきめナこ。

九だ私にはどうしても気にかかることがーつ残って

い九。吉野と山本の長期残留の件である。国王や王妃

のお言葉をいただき, 2, 3日前までは何の疑いも持

つてぃなかったのが, 1LP延長が実務段階で予想以

上に難航することがわってきて,心配は増大していっ

九。私は当初「東ブータンの旅行に出る前に,何とか

してこの件に決着をっけておかなけれぱ」と考えてい

九。しかし具体的にどうし九らいいのか方法がなかっ

ナこ。チ,ウダ氏に対して「2人の長期のI LPについ

て具体的な手を打ってくれない力司と言っても,「い

ま大切なことは,あなたが旅に出るための許可の取得

である。それが終ったらトライしょう。そうでないとト

ラブルが起る。」という返事が戻ってくるのみであっ

」0
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もちろん,正確な地図がないので上記の町村の位置

すら定かでない。果してこのとおりいけるかどうかの

保証はないし,さらに重要なことは,休みなしの非常

な強行軍を行なつたとしても,タシガンまで15日,帰

えりのルート次第では全体でかなりの日数を要すると

いうことである。私たちには,申請中のインドの I L

Pの延長がいつまで可能か,というわずらしい問題が

常につきまとってぃた。

ハから帰っ九翌日(11月10日)ツッキムのガントクに

行っておられた西岡さんがパロに帰ってこられナこ。私

ナこちは,ブータンの中で再会でき九ことをDから喜ぴ

あうた。この日から後,私たちは常に西岡さん夫妻と

相談しながら種々のことを進めたわけであるが,外国

人としてブータンで信望第一である夫妻の一方ならぬ

好意と助力,常に適切で有益な助言がなけれぱ,私たち

のプータンの実績は半減してぃたに違いない。

11^

12 近代化を目指すプータン
プータンは, 国王の強力な指導のもとに,少しづっ

ではあるが近代化を進めている。この国の総合開発計
画は, 1961年からの鋪1次5ケ年計画がすでに終り,
現在は第2 法 5 ケ年計画の途中である。主要な政策
は,數育と公共士木事業であり,農業開発がこれに紗
く0 教育に対する力の入れ方は大変なものがある。現
在国中で小学校が126,中学校が100校,高等学校4校,
さらに工業専門学校,農業研修所,教員研修所が開設さ
れている0 一般教育は,かってはヒンズー語で行なわ
れていた0 これを英語に切りかえたのは,世界に出て
いける若者を育てようという,国王の強い決意によっ
てであった0 勉強に対する子供たちの熱心さ,知識欲,
それにマナーの良さには目をみはるものがあった

旅行中,私はしばしぱ学校を訪れ,子供たちと話し
口つた0 学年の進行が年令によってではなく,炉力に
よっているので,小さな子供も大きな子供も同じクラ
スで学んでいる0 彼らは物おじしない態度で,いろん
なことを私に質問した。世界のこと,日本のこと,農
耕や渚瀛のこと, 飛行機や自動車のこと,男女の交際
や結婚式のことまで,たくさん質問を受けたが,「日
本が現在のように豊かな国になったのはなぜか?」と
いう問いは, どこの子供たちでも真っ先にする質問の
ーつだった。

この子供たちが,将来のプータンの発展に大きな力
となることは疑いない。ただ數科書,ノートなどの教
材の不足,教員の養成や質の向上など,まだまだ悩み
は多いようだ0 昨年いくらかのノートと鉛筆を贈った
けれども,教材だけでも,もっと十分に贈ってあげる
ことができれぱ,と何度感じたことだろう。

国士開発で特に目をひい九のは自動車道路建設であ
る0 インドに通じる8本の南北線とハ~ウォンデポダ
ン間およぴガッ ブン~タツガゾ間を結ぶ東西道路はす

でにでき上うている。1976年に第3汰5ケ年計画が終れ
ぱタシガンまでの中央幹線道路のすべてが完成するだ
ろう0 一昨年末の段階で,でき上ってぃ九自動車道路
の総延長は約900煽で,そのうち600趣が舗装されてい
る0 すべて2車線で,思っていたより立派なものだっ
た0 主要な町の間の交通を確保する道路建設は,プー
タン近代化のための急務であろう

現在輸送手段として用いられてぃるのは,トー、

ク,ジープ,マイクロバスであるが,数は少ない。私有
の車というのはきわめて少く,ほとんどがブータン政
府か王室の所有となってぃる。マイク 戸バスは,例えぱ
ティンプー~パ戸間やティンプー~プンッオウリン間
のような主要地域を結ぷ手段として用いられ,_日_
往復の定期運転をしている。運賃は距離によて異ナ、

10

2 日目

Ⅱパレスでの昼食会

11月13日は快晴の日だった。王妃に昼食のご招待を
受け,私たちは10時半にパレスを訪れた。この日の私た
ちは全員,前日王妃から贈られたブータンの「ゴー」
を着ていた0 着付けはジ"オーが手伝ってくれた。上
半身はゆったりしており,下半身は自由で軽やかで,
日本の着物に比ベるとウンと活動的である。少々テレ
くさかったがみんな結機よく似合い,慣れない背広を
着ているよりもむしろ締って見えた。

パレスの中の広い庭に,黄色の大きくてきれなテン
トが2つ張ってあり,その前で王妃はにこやかに私たち
を迎えて下さっナこ0 王妃のそぱにはU才になられる白
太子と3人の王女が控えられ,それに丁度ブータンに
来られてい九ツッキム王女のソナム .ドマ・チプチ.

プンカーン殿下や西岡さん夫安も一諸だった主賓の
忍は,ラマの高僧とともに王妃の両側に座り,それか
ら4時半まで数時問を過すことになった。しばらくして
マスクダンスが始っ九。これは私たちのために特別に
用意して下さったもので,普通は年に1,2度のお祭のと
きに,ゾンの中で行なわれるものだという。

赤や黄色のはなやかな袴姿の屈強の男九ちが,顔に
はいろんな動物や人問の面をっけ,手には刀や金棒,鏡
や太鼓を持って,笛,大鼓のりズムにのって,あるとき
は荘重に,あるときは勇壮に舞い踊る これらの踊り
は,どれもこれも宗教的な意味あいをもってぃるらし
い0 王妃がその都度,物語りを聞かせて下さったが,
それは民話のようであっナこ。

日本の田植え歌にあわせ九盈踊りのようなフォ_ク
ダンスやプータン相撲なども行なわれた。私たちの
方も,柔道を出したり,歌を歌ったりして楽しく遅し
た0 食事も,プータン風の,種類の多い豪華なもので
あった。

夕方になって,私たちがyストハウスに戻ると「
明日からの東プータンへの旅のために」と, いろんな
プレゼン トが王妃からとどけられた。沢山の米,肉,
ノ、ニタ^, 塩,個人用の非常食,ブータンのラム酒やジ
ン^々。 さらに,隊長用にという3本のスコッチまで
入っていた0 山の旅で,毎晩スコ,チを飲めるなん,
私は考えてもみなかった。私たちは,感謝の気持をど
のように表わしたらいいの力山いっも困ってしまうの
たった。

11月14日から12月 8 日までの東プータンへの旅は愉
快で,有意義なものであったが,紙数の都合で,これに
ついては他の機会にゆずり, 三の一般的なことを,

書くにとどめよう。なお,松尾,松田,田中,米本は
12月17日に,また吉野,山本も結局その1ケ月あとに
プータンから出国した。

^



るが,ティンプー~プソツォウリン間 a74履)を例に

とると,人問1人当り約600凡荷物は35kg毎に約300

円程度で,彼らにとっては高い乗物である。

電力の開発は緒につぃたぱかりであるが,パロ,テ

インプーにそれぞれ400'くW,ウ今ンデポダンに300'くW

の小型水力発電がありその他マナス,タシガン,プン

ツォウリンではジニネレーターによる発電が行われて

いる0 国民が「明るさ」を亨受するのも問近いことだ
ろう。

13 政治と国際社会ヘの参加

いずれにしても,ここ数年の間に,輸送その他に大

変革がもたらされることは明らかである。

プータンは1968年から政府に省制を設け,教育,土

木農林,その他を総括する開発省と,他に大蔵省,内務

省,商工省を置いた。また最近になって,情桃省を設け

たと聞く0各部門から出てくる計画は,5月と10月に開

かれる国会に提出され,審識されて実施に移される。国

会叢員は 150人で,任期は3年。議員になるのに,男
女,年令などの制限はない.ただし今のところ女性議
員はいない。議会内では,国王も一般議員もすべて平
等である。

畿員の選出は非常に民主的に行なわれており, 120

人が一般国民から選ぱれる。選挙区は村の次に大きい

「ツ分一」と呼ぱれる行政区画で,村人全員で議論し,

議員を指名する。この場合女性の発言力も非常に強

いということだ。残りの議席のうぢ 20人は政府官僚

の中から国王の指名により,ま九10人はプナカにある

僧侶の会から選出される。

この国の僧侶は,厳しい求道的な生活をしており,

知識人としての社会灼地位も高く,国民の厚い信頼を

受けている。また僧侶は,同時に人々のよき相談相手

でもある。市場で気軽に買物をしたり,日だまりで,

村人たちと話しこんだりしているのをよく見かけた。

どこの寺院でも,朝早くから,朱色の衣を着た子供の

僧が,大きな声でお経を読んでいる。宗段が民衆と深

く結びっいて精神的支柱をなしている姿には,深く感

銘させられた。

全国に主要なゾンが11あり,これが地方行政の中心

になっている。昔の大名の居城であり,宗教活動の中

心でもあったゾンは,要塞堅固な山腹などに築造され

ナこ,白壁の美しい大建築である。日本の城のように繊

細で,神経のいきとどいた建物ではないが,どっしり

と重量感があって,いかにも城という感じがする。

内部には,現在も僧侶の居住する一画があり,この

一画には宗教的な壁画が多く残されている。ゾンの現

在における主たる機地は,日本の県庁と裁判所を合わ

せナこようなものである。ここには,知事ともいうべき地

方行政関係の長.ゾンダと.地方数判所長官ともいうべ

き司法関係の長であるティンペンが置かれている。司

法権は独立しており,地方判事のティンペンによる裁

判で決着のつかないときには,5名の裁判官から成る首

都ティンプーの最高裁判所に持ちこまれることになっ

ている。なお,宗教上の伝統であろうか,ゾンに入る

ためにはきめられた正装をする必要があり,ま九昼の

きまった時問を除き女性の出入りは許されていない。

上述の意味での主要なゾンは,ハ,パロ,ティソプー,

プナカとウォンデポダンa年のうち時期的に交互に使

つているらしく.支配地域は両老で一区域),トンサ,

ブムタン,クノレテ,シェミガン,ヤンチー,モンガノレ,

タシガンにあり,これを助ける出先機関としてヒルス

テー,ンやサブディヴィジ"ンが南方地域に設けられ

ている。現在のところ,まだ流通経済が未発達である九

め,物や労働の値段が「競争の原理」にのっとって決

つてはいない。そのナこめ,「安いなあ」と思うものが

ある反面あまりの高さにびっくりしてしまうことも

ある。例えぱ豚肉がわりに安いのに比ベて,宗教上の

理由からプータン人が口にしない鶏肉を買おうとする

とものすごく高い,という調子である。ま九これは,

ブータン独自の通貨が約25円の硬貨だけで,それさえ

十分に出まわっていないことにも原因がある。いまの

ところ一般に,お金でものを買おうとすると高くつく

ようである。

ただ税金は夢のように安い。例えぱ官僚の場合の所

得税をみてみると,約1万円/月までの給料に対して

はただ,これを越えると,給料が5000円増える毎に大

体50円づつの課税が行なわれる。家屋の場合にはA,

B, Cのランクがあり,大家屋のAに対して年問約

1200円, Bで700円,小さい家のCでは500円程度であ

る、士地は1工ーカー当り 700円,ま九牛や馬の家畜が

1頭当り約 140円ぐらいである。

さて,ブータンの若き指導者たちは,白国の置かれ

ている厳しい地理的条件や世界情勢の中において,こ

の小国が自主的に存続していく九めには,粘極的な国

際社会ヘの参加以外に方法はない,と強く感じている

ように思えナこ。ブータンは国際社会参加ヘの試みのー

つとしで 19冊年東京で開かれ九万国郵便連合の大会

に加わっ九。これは国内で高く評価された。このこと

からわかるように郵政関係にはかなりの力を入れてい

る。部数はきわめて少ないが,美しい,珍しい切手を発

行している。最近も苅い鋼鉄やプラスチックに印刷し

九切手を発行して,世界の切手マニャの話題となっ九0

S Epilogue

顔かたちゃ服装のみならず,風俗,習慣が日本とか
くも似九王国がヒマラヤの'、もとにあることは 何と
しても不思議である。ヒマラヤの南山ろく一中国の圭
南省一朝鮮一日本を帯とする地域は, 植物学的に類似
の相を示すといわれている。植物に限らず,人門の交
化もその類似性を持っのではないだろか自然が人間
に与える大きな影轡力に考えをめぐらすとき, われわ
れの学問ば小さな地域社会の問題から,全地球をお
おう規模に拡大されてぃくであろう

この原稿を書き終るに際して良いニュースが入て
きた0 先日の国連安全保障理事会において, 今秋の国
連本会議に「ブータンの国連加入」を推'することが
決ったという0 今後のプータンの健全な発展をこそ心
から祈りたい。

詑
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パタゴニアは,広大な南米大陸が南に下るにしたが
つて次第に狭まりパンパスが終るあたりりオ.、グ
口から最南端ホーン岬に至る西緯卯0以南の地域の呼
び名である0 その自然はチリ.アルゼンチン国やと
いうよりもアンデスの続きとしてのパタゴニア氷陸を
境に,東西全く異なる様相を呈してぃる

アルゼンチン側に横たわる広漠とした土地の大祁分
は西に向かってなだらかに高度を増す大草原で西から
卓越した周極風を氷陸がさえぎってくれるためず燥
気候で気温も10゜Cを下ることはない
一方チリ側パタゴニアでは国境付近に南極グリ_
ンランドに次ぐ大氷陸が幅30~80た酵,南北約900版に
わたって横たわっている。その太平洋岸特に南緯450
以南は,複雑な海岸線,氷河の侵蝕の跡に海水が入り込
んだ奥深いフィヨルド,大小無数の島々からなる沈降
海岸である0 中でも最も大きなエイレ峡江は約50履も
内陸ヘ入り込んでおり氷陸直下に達してぃる フイヨ
ルドの奥には氷河の末端が押し出てぃ九りモレ_ン
を中心とする岩石の多い砂浜があったりま九氷河の
後退の俵にできた湖沼が点在する。海岸の気候はペル
一寒流'周極風の為,夏も低温で雨量も非声に多い
この荒凉たる地城の中心南緯 490ウェ リトン島のプエ
ノレト 'エデンにあるチリ空軍の小さな気象観測所の付
近に, アラカルフ族の少数が住みっいてぃる。彼らは
原始的な力 ヌーで入り組んだ峡江や島島を行き交いし
魚貝の拾集や狩猟によって生活をたててぃる

1968年の初め,京都大学探倹部四手井綱英部長を委
員長とする京大探倹部アンデス学術羽査計画委員△と
いう長い名前の委員会が発足した。 この中にはボリビ
アを中心に栽培植物をさぐろうとする中央アンデス栽
培植物調査班と,パタゴニアの氷河.地質を稠ベよ、
とするチリ'パタゴニア氷河.古地磁気調査班とが同
時に計画されてい九0 いずれも探検部学生の発意にも
とずくものであったが, AACKから,両方を通じる
隊長として中島暢太郎(パタゴニフ班の班長でもあ
る),ハタゴニフ班の隊員として井上治郎.寺本巌の
三人が同隊に招かれて参加するこ とになった。

パタゴニア班は三人の探検部員と合計六人の隊員に
よって1968年11月下旬から翌年3月上旬にかけてウ

ア調査除記録
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エリントン島のプニノレト、エデンを中心にテンパ_ノ
氷河, ピオ11世氷河から氷陸部,ベルナルド氷河及びウ
エリントン島一帯,バーケル狭江からオヒギンス氷河
周辺にかけて氷河・古地磁気の調査活動をすることが
予定されていた0 しかし日本出発までに集めえたパタ
ゴニアに関する情報はあまりにも漠と しており結局は
現地での計画再検討も止むを得ないと しなければなら
なかうた。

装備は各種観測機器の他にフィヨル ドでの足として
卯馬力船外エンジンをっけたグラスフ ブイバーボート
を用意した0 その他チェインソー,ゴムボートなどが
変ったところで,登矯用具も少サ乱、。 ナこだすべての点
で雨と風の対策には注意した。食料のほとんどはチリ
で購入したがパタ ゴニフに入ってしまえば補給が全く
ないもの巴して約3ケ月分もの膨大な量を用意した
ボート'燃料'観測器機・食料を含めて総重量は3ト
ンを超えた。

チリ海軍の軍艦ミアギラ、がわれわれとすぺての行
物をのせてバルパライソを出航したのは12月 9日であ
つた0サンチャ ゴでのチリ当局とのいろいろな交渉に1
ケ月忙殺されてしまっていただけに,とにかくこの暑
さとほこりの都会を去る日は心がはずんだ。われわれ
貪乏調査隊のためにチリ政府は海軍.空軍卦め積極的
な協力を約束してくれた。それは彼ら自らの手でパタ
ゴニフ氷陸付近の地質,地形などのデータをとるには
彼らもまた貪乏すぎたためでもあったからである、
ずれにしても南緯 83゜のサンチャゴからウェリントソ
島中部の南緯 49゜のプエルト.エデンまでのすべて韓
送の便を与えられたことは大きな利であったもっ
とも軍艦といってもBARCAZAと呼ばれる輪送船
で,甲板やプリッジに女性や子供をみっけてびくり
したくらいである。

始めの二三日を太平洋の波に船酔い状態で船室でご
ろごろしているうちに,いっの間にか空と海は不気味
よ灰色にかわっていた。やがてタイタオ半島をまわ
てペニアス湾に入りフィヨルドにさしかかると海は
静かだがたえまなく降る雨と鉛色の空に漸く土に聞
く荒天のパタゴニフを感じる。航海の難所イギリス海
峡をすぎて12月10日10時プエルト.エデンに投ぴょ、
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